
２０１１年６月第３週号 

第２３１６回 
平成２３年６月１７日(金)点鐘１２：３０〈雨後曇り〉     

◆ロータリーソング  『手に手つないで』 

◆四つのテスト  ～言行はこれに照らしてから～ 

 

       １．真実か どうか       

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるか どうか 

 

◆お客様紹介 

  なし 

■ 会長挨拶及び報告        榊原 行夫会長   

今、お食べになっている西瓜は、米山奨学生の閻宏

偉さんからの差し入れです。 

■ 藍綬褒章お祝                         

 北原 俊彦会員 

 千葉県の防災業界が、今の形の社団法人が出来るま

で、昭和４１年に初めて設備士という制度が国によって

確立しました。その時から、私はどういうわけか中心にお

りまして、社団法人、組合等大勢の人達と一緒になって

作ってきました。そういうような功績が認められたのでは

ないかと思います。また、点検制度についても、全国に

先駆けて千葉県でいち早くラベル制度を作りました。業

界全体が良くなれば自分も良くなるという考え方で一生

懸命にやってきたつもりです。これからも頑張ります。 

有難うございました。 

■ 委員会報告                        

親睦委員会より （北原俊彦委員長） 

新・旧親睦委員会の引き継ぎ会と、先般、開催した親

睦旅行の砂払いを行いたいと思います。 

日時⇒ ７月６日（水）１８：００～ 場所⇒ 「和ひろ」 

是非ご参加ください。 

■ ニコニコボックス報告                   

☆榊原 行夫会員 

 北原さん、国家褒章おめでとうございます。益々のご発

展をお祈り致します。 

☆植松 省自会員 

 川合会員、本日の卓話、宜しくお願い申し上げます。

楽しみにしております。北原会員、藍綬褒章の受章おめ

でとうございます。 

☆小野 成子会員 

胆石が胆管に詰まり、また、胆のうの入口を塞いだりし

てやっかいな手術となり、やっと退院出来ました。榊原会

長をはじめ、会員の皆様には温かいお見舞いを戴き、有

難うございました。体調が元に戻りましたら、又、皆様と

一緒に活動させて頂きたいと思っております。本当に有

難うございました。 

☆出井 清会員 

北原さん、このたびの褒章受章おめでとうございます。

業界発展のために寄与された証です。当、千葉南クラブ

についても引き続き引っ張って行って下さい。本当にお

めでとうございます。当時の北原会長時の幹事役として

嬉しいです。 

☆水野 謙一会員 

皆様のご協力のお陰で無事ガバナー補佐の任務を

終了することが出来ました。有難うございました。 

☆北原 俊彦会員 

６月１５日付の新聞に春の褒章で私の「藍綬褒章」を

受章する記事が出ました。６月２９日に皇居に出向き、天

皇陛下に拝謁することになりました。 

 

 

■ 出席報告 (会員数３８名)                      

 

出席者数２８ 欠席者数１０ ﾋﾞｼﾞﾀｰ ０  修正出席率 ７８．９５％ 

 

千葉市内例会変更のご案内 メーキャップにご利用下さい 

  

 

 
 

 

国際ロータリー第２ ７ ９ ０ 地区 

千葉南ロータリークラブ週報 
ＴＨＥ ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ ＯＦ ＣＨＩＢＡ ＳＯＵＴＨ 

創 立 １９６４年３月２日   例会日 毎金曜日１２時３０分    例会場  オークラ千葉ホテル 

会 長 榊原 行夫       幹 事 小林 透           雑誌会報委員長 寺澤 一良 

事務局 〒260-0027千葉市中央区新田町１２-１ トーシン千葉ビル７階   ＴＥＬ ０４３-２４５-３２０４ 

本日のﾆｺﾆｺﾎﾞｯｸｽ 14,000 円 累計 622,000 円 

金の箱   510 円 累計 35,118 円 

千葉ＲＣ 月 ― 三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ千葉 

千葉西ＲＣ 火 6/28 ｾﾝｼﾃｨﾀﾜｰ「東天紅」 

千葉幕張ＲＣ 火 6/28 ｱﾊﾟﾎﾃﾙ＆ﾘｿﾞｰﾄ東京ﾍﾞｲ 

新千葉ＲＣ 水 6/29 京成ﾎﾃﾙﾐﾗﾏｰﾚ 

千葉北ＲＣ 水 6/29 ﾎﾃﾙﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗｻﾞちば 

千葉中央ＲＣ 木 6/30 三井ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ千葉 

千葉港ＲＣ 木 6/30 京成ﾎﾃﾙﾐﾗﾏｰﾚ 



★★★★本日の卓話 ★★★★ 

 

演 題…『ゆめ半島房総の美術 ﾊﾟｰﾄⅡ』 

卓話者… 川合 柾栄会員 

 

榊原年度の例会卓話のトリを

務めます。非常に名誉な事です。

拙い話ですが精一杯お話した

いと思います。 

昨年の千葉の活躍はとても立

派なものでした。先ず、ビックニ

ュースだったのは、千葉が国体

で優勝しました。これが記録の１番でしたが、２番目は千

葉ロッテが接戦を征して優勝したこと、３番目が千葉市の

美術館が有史依頼の最高の賑わいだったことでした。私

も行って見ましたが、行列でエレベータが上がれないほ

どでした。図録を買うのに並んでいるのです。箱詰めで

ビニールの袋に入れる手間がないくらい売れていました。

案の定、途中で売り切れてしまいました。聞いて見るとハ

ガキ一枚も無いほど売れていたようです。記念に買うも

のもないくらいでビックニュースの一つになりました。なぜ

千葉市の美術館で、そんな開闢以来の記録を出したの

かと考えてみましたら、それは仕掛けが良かったというこ

とでしょうか。 

以前、田中一村と言う作家がおりまして、この作家は

千葉の千葉寺町に昭和３０年に栃木から引っ越してきて

住み着いたのです。田中一村さんは芸大の同期に平山

郁夫がいるのですが、どういうわけか３ヶ月で辞めてしま

いました。自分独りでやると言って、東大以上に難しいと

いわれた芸大にせっかく入ったのに辞めてしまったので

す。それが後を引いていたのか、のちのち文展、日展、

院展に出すたびに落選です。かなり腕の立つ人がどうい

うことかと思いました。芸大にいれば良かったのではない

かと私は思うのです。作品は、農家に大根を干している

といったような千葉寺の風景画です。珍しいのは、仁戸

名の療養所の上の方の風景で、その辺を書きまくってい

たようです。最初に千葉寺に来たのは昭和１３年で、千

葉寺に親戚があったようです。３０歳の時から５４歳まで

の２０年間、千葉寺で生活をしていました。最後は、奄美

大島に渡ったのですが、奄美大島では苦しい生活の中

で絵を書いていたのです。それから、一人者でしたので、

急死した時、誰も看取った人はいなかったということでし

た。奄美大島では、本領を発揮したシャープな絵を発表

していましたが、ＮＨＫが日曜美術館で発表したので、

爆発的な人気が出たのです。千葉はそんなことから特別

にやらせて頂いたのですが、鹿児島にも田中一村の美

術館が建設されたようです。 

今日は、県内にあるいろいろな美術館の個性をご紹

介したいと思います。千葉国体のポスターのチーバ君で

すが、辰のおとし子みたいな面白い格好をしています。

先ず、銚子からお話いたしますと、銚子は本州では一番

東に位置していて、日の出が一番早いところですが、丁

度川と海と絶好の場所にあるものですから、魚の売上は

日本一という優秀な漁港です。その他に灯台が絵になる

のです。君ヶ浜の方から描いたり、逆に長崎鼻の方から

描いたり、絵描きであれば一度は写生してみたいという

ジンクスがあるのです。 

次が九十九里です。百と言わずに九十九里です。文

学的な良い名前をつけたものだと思いますが、ご存知の

ように弓状に弦を張ったようになっているので、港が出来

ないのですが、目の前が海ですから、九十九里の“おっ

ぺし”という船を出す作業があります。港がない関係から

船を丘に揚げなければなりません。又、翌朝海に出ると

きには日の出に家族総動員で船を海に出さなければな

らないのです。これは伝説なのですが、病気を防ぐという

意味で男性は一物を藁でちょっと縛る、一応女性は人が

聞いても下着１枚で働くという、正に原始的なダイナミッ

クな風景だったなんて言っておりましたので、私はまさか

そんな事はないだろう、でも行くだけ行ってみようと思っ

て行ってみました。砂の上を一斉に出ますので、のんび

りしていられないのです。アッと言う間の出来事で、描く

時間もありません。こっちが出て終わると、５０メートル先

の船が出ますから、砂場を駆け足で行って写真を撮った

のですが、昔の事ですから露質が悪くて写っていないの

です。真っ暗なのです。二度目に早く起きて挑戦したら、

今日は潮の関係で船は出ませんと言われて、パーにな

ったのです。三度目にやっと条件に叶って、狙ったのは

海岸を描いて重要文化財になった青木繁の絵に挑戦し

てやろうという無謀な野心で描いたものです。まあとても

じゃないけど、３５年も前の話ですから、一応“おっぺし”

という題で英文で書いて海外に紹介する本に紹介されま

した。 

次は、茂原の理想郷になりますが、これは前回話しま

したので省略致します。それから更に下りまして、千倉ま

でがお花畑ですから、かなりの作者が出ております。そ

れから上がりました館山の米良海岸についても前回お

話した通りで、これも省略します。そこから上がりますと、

ロータリーで行きました浮世絵作家の菱川師宣で有名な

保田（鋸南町）です。鋸山と富津の美術館がセットになり

まして、最近では、料理が美味しいのと、風光明媚な場

所が多いので、かなり賑わうようになったという話しです。 

千葉県でスケッチが出来ない場所がありました。富津

から木更津にかけて、写真撮影もスケッチもいけないと

いうことで、列車で通る時には富津側の窓を全部閉めさ

せられたのです。軍隊の東京湾を守る為の要塞地帯が

富津の港に出きるということからでした。戦後、行って見

てもそれ程には思われませんでしたが、ただ岬の状態が

琵琶湖の風景に似ていて、砂の上に松が綺麗に並んで、

誰もが魅力的に感ずるのではないかなと感じました。今

は、誰が何処を描こうと自由です。袖ケ浦から木更津間

が京葉工業地帯で、特に石油コンビナートが集中してお

りますので、夜景が綺麗ですね。昔は考えられませんで

した。 

地元の千葉に面白い美術館が沢山出来ました。先ず

花の美術館というのが磯部の手前にございます。これも

全国ではちょっと珍しいと思います。もう一つは、新しい

美術館で、千葉の土気に具象絵画だけの美術館が出来



たばかりです。そこは、ホキ美術館といいまして、医者の

資産家が美術が好きで、新しい方法で今までにない造り

で展示しています。絵は写真よりも細かいのです。ここま

でやって良いのかなという気がしました。中には売れっ

子の森本草介の絵が評判を呼びまして手に入らない、

その絵がズラーッと並んでいます。大変見やすく展示し

ています。駐車場は工事中ということですから、考慮に

入れて行かれると良いと思います。余談ですが、館内の

イタリアン料理のコーヒーは大変美味でした。 

皆さん良くご存知の佐倉市に佐倉連隊の跡地を利用

して建てられた「国立歴史民族博物館」があります。初代

館長の松戸節三先生の案内でロータリーで行ったことが

ありますが、たまたま、その年は春が遅くて桜と菜の花と

梅が一度に咲いていて大変見事でした。馬寄のところの

広場が駐車場になっていましたが、その回りの桜は私が

作品にしまして新聞社に入っています。 

そこから上に行きますと佐原があります。佐原は小野

川べりの蔵の町ですが、これが又絵になりました。今回

の地震で大部瑕になったようですが、直すのは大変だと

思います。最後に市川ですが吉沢庭園美術館がござい

ます。柏方面から上がりましたところに綺麗な庭園があっ

て、その一画に市民が寄付をしたものだそうですが、美

術館があります。これは相続税で納めたようです。 

特殊な美術館として、成田山が経営する書道美術館

かあります。これは書道専門ですから、立（タチ）が高い

美術館で寺社の書経の練習用でしょうか、これも珍しい

と思います。独特のユニークな美術館が多くあります。 

八日市場、今は匝嵯市になりましたが、面白いのは鉄

の塊を加工して彫刻として見せています。但し、これは

店外に展示してあるのですが、店内にはその年のいろ

んな個展をやられるようです。これも珍しいと思います。 

その他に稲毛にギャラリーがありますが、これは小さい

のですが神谷電気ブランの別荘を利用しているようです。

先ほどお話したホキ美術館は出来たてですから、宣伝

広告に１億２０００万円掛けているとのことです。千葉は

大変恵まれています。 

今、日本で一番人気の高い絹谷幸二先生の個展が

日本橋三越で開かれていましたが、行列が出来ていまし

た。これが１号当たり、２００万円でしたが、こんなもんが

ねぇと言う感じでしたが、２～３点出ておりました。これは、

高いから良いってものではないと思います。絵を見て、

自分に合うか合わないかが基本であって、それは大事な

ことだと思います。昔の話ですが、全国医師会の会長を

していた武見太郎先生が、厚生大臣のところに交渉に

行く際に、先ず自分の住まいの中に波濤の絵を飾って

ある部屋でお茶を飲みながら、その部屋で闘志を掻きた

てて、それから大臣のところに交渉行くというのです。帰

ってきてからは、心を静かに静める絵の部屋でお茶を飲

むと心が治まるのだそうです。絵は癒しと、励ましとがあ

るということです。 

私の師匠は１０年前に亡くなりましたが、日展の審査

員を長く務めておりましたから、それなりの名誉がありま

した。師匠の師は、文化勲章の受章者でもありました。不

思議なもので今年の春、仲間同士の競り市があって、出

入りのギャラリーの親父さんが、絵を持ってきたのですが、

そこに師匠の絵が出ていたのです。一応半額の５０万で

落札したとのことで持って来られましたが、半額とは言わ

ないが、ある時払いの催促なしでという良い条件を付け

ていただきました。今、店の真中に架けてあります。これ

は若い頃の作品でしたので、作品の技法にも知らない

事もありましたし、作品に勢いがありますので、疲れて帰

ってきても、心が洗われるような気が致します。湖の絵で

すが、長野県の白樺湖だということです。霧が流れてい

て、明るい素直な絵ですから、それを見ると又元気が出

て、｢やるぞ｣という気が起こるのです。 

これから皆様も、日展、院展その他沢山の展覧会に

行かれると思いますが、絵を見る要領は、好きな絵のとこ

ろで止まってゆっくり見ることです。いくら良い絵でも、自

分に合わない絵のところは、どんどん飛ばして行くことで

す。それが絵を見る要領だと思います。 

ちょうど時間になりました。拙い話しをご清聴頂き、有

難うございました。        （文責 寺澤 一良会員） 

 

 

 

 

 

 

ホキ美術館（緑区あすみが丘）について 

ホキ美術館は世界でもまれな写実絵画専門美術館とし

て、2010 年 11 月 3 日に千葉市緑区に開館しました。その

コレクションは、館長保木将夫が収集した写実絵画作品、

約 300 点から成っています。千葉市最大の公園である緑ゆ

たかな昭和の森に面した、地上 1 階、地下 2階の三層の計

500 メートルにわたる回廊型ギャラリーでは、日本最大の森

本草介コレクション 32 点をはじめ、野田弘志、中山忠彦な

ど、約 40 名の現代作家による写実の名品約 160 点を、常

時ご覧いただくことができます。一部鉄骨造によって空中

に浮かせ、窓からは森が見渡せるギャラリーもあります。ま

た、地下 2 階ではホキ美術館のための描きおろしを中心と

した 100 号以上の大作「私の代表作」を展示しています。

（ホキ美術館ＨＰより） 

 

 

第２３１７回例会 

日時⇒  平成２３年６月２４日(金) 点鐘１２：３０ 

演題⇒  『会長挨拶』 

卓話者⇒ 榊原 行夫会長 

≪クリスタルボウル演奏≫ 

  奏者 佐々木 里江様  山内 恵様 

第２３１８回例会 

日時⇒  平成２３年７月１日(金) 点鐘１２：３０  

演題⇒  『会長挨拶』 

卓話者⇒ 出井  清会長 


